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はじめに   
最近、環境問題に関連して、生物の多様性が取り上げられるようになってきた。私の住んで  
いる名古屋市東部でも、10年ほど前までは市街地でもバードウォッチングを楽しむことができた  





る。いったいどちらがほんとうだろうか、という疑問からこの稿はスタートした。   
トビの食性   
トビが油揚を食べるか否かを議論する前に、トビが何を食べるかを研究者の報告から拾って  










ているものや死んだものを食べることが多く、まれに生賛に入れたイワシを食べるものがいる。   
新しい文献では、中村ら（1995，p．別）もほぼ同じで、主に死肉を食べるが、ネズミ、カエル、  
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村ら，水野1996，p．797、毎日新聞社編2005，P．159）。腐肉も食べるので、掃除屋といわれてい  
る。   
トビは油揚を食べるか   
トビが主に肉食であることは、多くの研究者や観察者の一致した意見であるが、時には植物  
性の食物を摂るのではないか、ということは以前からいわれていた。その食物の一つが油揚で  








まち来りすり去れり、これは予の目のあたり目撃せしことなり。   
この紹介の彼の説明に「（五年十一月）」と記している。この本は大正10年（1921）に出ている  
ので、この手紙を受け取った年月とみられる。ただ、この事件がどこで起きたか（この手紙の  
発信地）は記していない。   
鳥類学者の内田（1946，p．15）は「鳶に油揚をさらはれる」とよくいうが、全く屡々人の持っ  
ている食料をさらってゆくと述べている。同様に、鳥類研究者の滴棲（1959，p．1）も、東京で  
ねくら も上野や芝の森を僻にしているトビは多く、「ときにはトビに油揚をさらわれることもあった」  
が、今では全く昔話となったと記している。また、小林（1973，p．24）は、油揚でほないが「農  
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みよう 
＼：一  室町後期の永禄12年（1569）、山科言継は拝領した鯨二三切のうち一切を鶉にさらわれたことを  
記している（『言継卿記』）。当時は鯨肉は貴重品だったので、その無念さが文中から読みとれる  
という（梶尾1997，P劇2）。   
江戸時代になると、トピについての記録が多くなる．）トビの食性について、『本朝食鑑j（元  
しぬす 禄12年、1699）は「専ら鶏・雀の雛や鼠を捉える。あるいは漁市に蝕んでいっては魚を窃み、そ  
っかかも〟〕レ の腸を攫み、（中略）林野にあっては鳥の雛を（中略）、江湖にあっては魚腸を沙鴎と藤りあう。  
）いば  
（中略）また動き出すと英樹を窺って啄み、さらに悪害をなす」と悪食ぶりを述べている。  
〆Jね  江戸中期の ㌢和漢三才図会』（正徳3年、1713）には、「風吹ケバ高ク飛ビ舞フ。毎二鳥ノ雛、  
さ‖1∵」さ 猫ノ児ヲ、戎ハ人ノ填摘ヘル所ノ魚物・豆腐等を攫ム」とある。この「豆腐」は、私たちが日  
常食べている軟いものではトビの鋭い爪でつかむことが難しいので、油揚げ豆腐（油揚）を指  
していると考えられる〔－，   
江戸後期の『塵訂本草綱目啓蒙j（文化3年、18（）6）にも、「ソノ性質悪、常二鶏雛雀子ヲ捉、  
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トビはなぜ油揚を取らなくなったか   
そこで、近年になってトビが油揚などを取らなくなったのは何故かを考えてみたい。川口  
t・．’、■ （1937，p．207）は、トビが「冬期食物に窮した時、人の喪鹿（注2）に貰いて携へ行く油揚げをか  
っぱらったことが昔は盛にあったかも知れない」といっていることに注目したい。川口は、ト  
ビの胃が「豆腐の油揚げを消化し得るや否や、或は肉と見違へて攫って行くのではないか」と  






が、私が7年間過ごした農村部では戦後の昭和21年（1946）以降のことである（注3）、。   
新聞の普及によって、個人商店でも魚や油揚などを新聞紙で包むようになり、それらがトビ  
の眼に触れなくなってきた。  
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考察とまとめ  















否定的である。   
このように、トビが餌を探すのは、人間よりも遥かに優れた視覚によるものとすれば、トビ  
が油揚を肉と間違えるとは考えられない。   
2 トビの知識も伝承される   
こうしてトビの世代が代わるに従って、油揚が自分たちの食物にもなることを知らないトビ  
が多くなったようである。荒俣（1987，p．97）がトビは油揚を取らないと述べていることは、そ  

















い。   
江戸時代に渡来したF本草綱目』でも、ワシタカ類の名称は混乱Lている。比較民俗学の立  
場からは、江戸時代の文献との対比は必要と考えているが、今後の課題としたい。   





l当然自分のものになると思っていたものを、思いがけず横合いから奪われて宋然とすること。   
新村出編は辞苑』6版 2059頁■ 岩波啓店 20鴨  
わらしぺ 2 「賽遊」は「寅糟」の当て字であろう。F広辞苑」（6版，p．3037，2008）には「藁稽・稲の穂   
の芯。また、わらくず、わらみご、わらすべ」とあり『今昔物語集』に見える藁楷長者の昔   
話をあげている。  
3 地方、地域、あるいは都市と農山漁村などによって差があるので、確かな資料はなく、筆者   
の経験と推測による。戦前から戦時中にかけて、都市部ではクズヤ（廃品回収業者の通称）   
が各家庭を回って古新聞などを買い取っていた。また昭和30年代（1955－1965）には、名古屋市   
内の市場の八百屋や雑貨店では新開を持っていくと買い取ってくれた。  
4 寺田賓彦「とんびと油揚」『工業大学蔵前新開』昭和9年（1934）9月（柴田1979，p．269より引   
用）  
5 「トビが人襲う 湘南で異変」『中日新聞夕刊j2003年8月19日 毎日新開科学環境部 2005，   
p．159  
6 榎本（1942，p．264，31別 によるとワシタカ類は止まっているときよりも飛翔中の方が特徴が   
よく表れているという。（1）トビの著しい特徴は尾羽の形で、体の割合に長く通常凹形、それ   
を開げたときでも角形、（2）全長100に対する尾羽の長さは半分以上（50．4）、他は50以下、（3）   
帆翔時両翼はほぼ水平、（4）もし鳴けば他鳥との識別は確実と述べている。これに従うと r和   
漢三才図会』には「尾ハ扇ヲヒラ披クカ如シ」（図1）とあり、他種と混同Lているおそれがあ   
る。  
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図1 トビ  
右 榎本（1942，p．265）上は下面、下は前方より  
友 一和藻三才図会j（1713）  
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